箱根パークボランティア

 箱根の約80人の公式パークボランティアは、すべてこの地域の熟練した専門家です。各自が毎月または隔月で現地視察を行っています。ビジターセンター周辺、芦ノ湖、大涌谷などを視察し、周辺地域を調査して、動植物を観察しているのです。 
	これらの視察に関するボランティアのレポートは、センターの壁に貼られており、園地でのハイキングや他の野外活動の準備に役立つ貴重な情報を提供しています。年間を通じて更新されるレポートには、どの花が咲いているか、どの鳥が営巣しているか、また他の注目すべき情報が記録されています。 
        箱根のパークボランティアプログラムは1985年から実施されており、それ以降にボランティアが収集した調査結果はすべて、ビジターセンターのファイルで入手できます。リクエストを行って、これらのアーカイブを見ることができます。ボランティアはまた、ガイドとしてセンター周辺のツアーを行います。2時間のツアーは無料で、毎月第2金曜日と第4金曜日の午前10時に始まります。

